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秀
宗
誕
生

　
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
の
長
男
秀
宗
は
、
天

正
19
年（
１
５
９
１
年
）、陸
奥
国
柴
田
郡
の

村
田
城
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
を
兵
五
郎
、

母
は
側
室
新し

ん
ぞ
う造
の
方
で
、
政
宗
の
後
継
ぎ
と

し
て
伏
見
の
豊
臣
秀
吉
の
下
で
養
育
さ
れ
猶ゆ

う

子し（
注
）と
な
り
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
人
質

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
慶
長
元
年
（
1
5
9
６
年
）
の
元
服
時
に
、

秀
吉
の
一
字
を
も
ら
っ
て
「
秀
宗
」
と
名
乗

り
ま
す
。
そ
の
後
大
坂
に
移
り
、
秀
吉
の
子

の
秀
頼
の
遊
び
相
手
も
務
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
慶
長
4
年
（
1
5
9
9
年
）、
政

宗
と
正
室
愛め

ご
ひ
め姫
と
の
間
に
嫡
男
虎
菊
丸
（
後

の
忠
宗
）
が
誕
生
し
、
関
ケ
原
の
合
戦
で
勝

利
し
た
徳
川
の
世
と
な
る
と
、
豊
臣
家
と
関

係
の
深
い
秀
宗
の
扱
い
が
伊
達
家
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
坂
冬
の
陣
が
終
わ
っ
た
慶
長
19
年
（
1

6
1
4
年
）
12
月
、
秀
宗
は
伊
予
国
宇
和
島

10
万
石
を
与
え
ら
れ
て
独
立
。
翌
年
3
月
に

板い
た
じ
ま
ま
る
ぐ
し

島
丸
串
城
（
後
の
宇
和
島
城
）
に
入
城
し
、

仙
台
の「
東
国
の
伊
達
」に
対
す
る「
西
国
の

伊
達
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
政
宗
は
五
十
七

騎
と
称
さ
れ
る
家
臣
を
秀
宗
に
伴
わ
せ
送
り

出
し
ま
し
た
が
、
宇
和
島
藩
の
政
治
に
介
入

す
る
こ
と
が
あ
り
、
政
宗
と
秀
宗
の
間
は
必

ず
し
も
良
好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
元
和
6
年
（
1
6
2
0
年
）、
政
宗
が
伴

わ
せ
た
老
臣
山や

ん
べ家
清
兵
衛
が
、
政
宗
の
知
る

こ
と
な
く
成
敗
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
激
怒
し
た
政
宗
は
、
幕
府
に
宇

和
島
10
万
石
の
返
上
を
申
し
出
る
と
と
も
に
、

秀
宗
に
3
年
の
絶
縁
を
申
し
渡
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
1
年
ほ
ど
で
絶
縁
を
解
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
和
歌
を
通
じ
た

交
流
や
政
宗
か
ら
名
香
「
柴
舟
」
や
茶
器
を

贈
る
な
ど
、
穏
や
か
な
関
係
が
続
き
ま
し
た
。

　
寛
永
13
年（
1
6
3
6
年
）5
月
24
日
、政

宗
は
江
戸
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
秀
宗

伊
達
政
宗
公

生
誕
　
年

シ
リ
ー
ズ

450

第
十
一
回

宇
和
島
藩
祖
秀
宗

今
に
続
く
関
係

※
注　
親
類
や
他
人
の
子
を
自
分
の
子
と
す
る
こ
と

●
本
稿
で
は
、
学
術
研
究
の
立
場
か
ら
、
歴
史
上
の
人

名
に
敬
称
を
付
し
て
い
ま
せ
ん

▲宇和島城天守閣（愛媛県
宇和島市）。現在の城郭は、
２代宗利が寛文年間（1661
～72年）に修築したもの

仙
台
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
　
荒
井
　
聡

現
在
も
息
づ
く
「
西
国
の
伊
達
」

―
宇
和
島
編

は
、
6
月
23
日
に
仙
台
の
覚
範
寺
で
営
ま
れ

た
政
宗
の
葬
儀
に
参
列
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
万
治
元
年
（
1
6
5
8
年
）
6
月

6
日
、
秀
宗
も
江
戸
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
3
5
0
年
余
り
。
宇
和
島
に
は
、

7
代
宗む

ね
紀た
だ

が
造
営
し
た
庭
園
「
天て
ん
し
ゃ
え
ん

赦
園
」
が

今
も
残
り
ま
す
。
こ
の
名
前
は
、
政
宗
が
詠

ん
だ
漢
詩
「
酔す

い
余よ

口こ
う
ご
う号

」
に
由
来
し
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
、
宇
和
島
市
で
秀
宗
入
部

4
0
0
年
記
念
の
行
事
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、

仙
台
か
ら
訪
れ
た
川
前
（
青
葉
区
芋
沢
）
の

鹿し
し
踊お
ど
り・
剣け
ん
ば
い舞
保
存
会
が
鹿
踊
を
披
露
。
一
方
、

仙
台
市
博
物
館
で
は
特
別
展
「
宇
和
島
伊
達

家
の
名
宝
」を
開
催
し
、「
民
俗
芸
能
の
つ
ど

い
」
を
実
施
。
宇
和
島
市
か
ら
裏
町
一
丁
目

八
ツ
鹿
保
存
会
が
来
仙
し
、
仙
台
か
ら
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
る
鹿
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
昨
年
の
仙
台
・
青
葉
ま
つ
り
に
は
、
宇
和

島
伊
達
家
13
代
当
主
の
宗
信
氏
が
時
代
行
列

に
参
加
す
る
な
ど
、
政
宗
と
秀
宗
の
絆
は
、

4
0
0
年
の
時
を
超
え
て
、
今
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。

▲宇和島地方に350年
余り受け継がれる八ツ
鹿踊り（写真提供：裏町
一丁目八ツ鹿保存会）

青
葉
区
版


